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評価について（現状と課題） 

【事業の達成状況について（現状）】 

文化生涯学習部の第 4次実施計画における政策的事業数は 38 事業です。そのうちＳ評

価は 31 事業、Ａ評価は 5事業、Ｂ評価は 1事業、実績なしは 1事業であったことから概

ね順調に進捗しています。 

【達成できた（できなかった）要因についての分析（課題）】 

文化生涯学習課の「旧南湖院第一病舎の活用に関する事業」では、腐朽箇所の修繕を

行ったものの、劣化が激しく必要最低限の修繕に留まっており、今後の利活用に向けて

は大規模な改修計画を立てていくことが課題であることからＢ評価としました。 

 スポーツ推進課においてＡ評価とした「総合型地域スポーツクラブの育成」は、会員

数が伸びない原因として、クラブの認知度が低いなどが挙げられることから、今後も引

き続きクラブ活動等についての広報を積極的に行います。 

 男女共同参画課において「平和啓発看板移設事業」が「実績なし」となった理由は、

当事業は茅ヶ崎駅南口周辺道路整備事業に伴う都市アピール看板の移設事業ですが、茅

ヶ崎駅南口周辺道路整備事業の遅れにより、当該年度の実施が見送られたことによるも

のです。 

今後の方向性 

【政策・施策目標の達成に向けた今後の方向性について】 

文化生涯学習部で策定し推進している「茅ヶ崎市文化生涯学習プラン」、「茅ヶ崎市ス

ポーツ振興基本計画」、「第 2 次ちがさき男女共同参画推進プラン」については、令和 2

年度で計画期間が終了することから、現行計画の課題を整理するとともに社会情勢等の

変化を踏まえ、次期計画の策定に向けた準備を進めます。 

2020 年の東京オリンピック・パラリンピック競技大会に向けては、ホストタウン登録

した北マケドニア共和国との交流等をはじめ、スポーツ振興や文化交流、共生社会等の

実現のための取組みを展開し、機運の醸成と本市の更なる発展を目指してまいります。

文化生涯学習課においては、所管施設や関係課等と連携し、よりよい事業展開ができ

るよう課題解決を意識しつつ各種事業を展開していきます。それにより、これまで以上

に市民が文化芸術や歴史に触れるきっかけづくりを行うとともに、多様な生涯学習機会

を提供します。 

スポーツ推進課では、「茅ヶ崎市スポーツ振興基本計画」に基づき、各事業を推進する

ことで「いつでも気軽にスポーツができ、心とからだを健康にできる環境をつくる」と

いう施策目標の達成を目指します。 

男女共同参画課の「男女共同参画社会の実現に向けた啓発等推進事業」については、

若年層を対象とする予防啓発としてワークショップ形式による中学生向けデートＤＶ予

防プログラムを出前講座により新たに実施します。「都市交流事業」については、昨年度

に引き続き「茅ヶ崎ロコ・スタイル・フェスティバル」を開催します。 


